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診
を
積
極
的
に
実
施
し
な
が
ら
町
民

皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。
特
に
、
町
民
の
死
亡
原
因
の

ト
ッ
プ
で
あ
る
胃
が
ん
に
つ
い
て
は
、

罹り
か
ん患

要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る

ピ
ロ
リ
菌
に
つ
い
て
、
感
染
の
有
無

の
検
診
を
40
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
健
康
へ
の
意
識
付
け
や

生
活
改
善
の
支
援
に
努
め
、
生
活
習

慣
病
の
早
期
発
見
や
「
特
定
健
診
」

の
受
診
率
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

少
子
化
お
よ
び
子
育
て
支
援
対
策
に

つ
い
て
は
、
妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
助

成
を
は
じ
め
、
出
産
後
は
保
健
師
、
管

理
栄
養
士
に
よ
る
訪
問
指
導
を
実
施

し
、
育
児
不
安
や
孤
立
感
の
解
消
に

努
め
る
と
と
も
に
子
宮
頸け
い

が
ん
ワ
ク
チ

ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
全
額
助

成
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

食
育
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
平
成

24
年
中
に
策
定
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
継
続
的

な
健
康
管
理
事
業
の
推
進
に
よ
り
、

医
療
費
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

老
人
保
健
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

制
度
改
正
後
の
処
理
が
概
ね
終
了
し

た
こ
と
か
ら
廃
止
と
し
、
以
後
の
処

理
に
つ
い
て
は
一
般
会
計
の
中
で
対

応
し
ま
す
。

  

商
工
観
光

　

商
工
観
光
関
係
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

農
業
と
観
光
、
そ
し
て
商
業
が
連

携
し
た
展
開
を
進
め
、
鹿
追
町
な
ら

で
は
の
体
験
や
食
な
ど
か
ら
感
動
の

輪
を
広
げ
、
来
訪
者
増
と
鹿
追
フ
ァ

ン
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
積

極
的
に
図
る
た
め
、
鹿
追
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
開
催
な
ど
、
町
全
体
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
進
め
、
経
済
効

果
と
と
も
に
住
民
の
誇
り
に
つ
な
げ

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
連
携
と
担
い
手
応

援
を
強
化
し
、
消
費
活
動
を
促
す
な

ど
、
経
済
効
果
で
地
域
に
お
け
る
雇

用
の
安
定
と
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

地
域
産
業
の
幅
と
厚
み
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
、
町
民
所
得
の
安
定

と
向
上
に
つ
な
が
り
、
地
域
の
幸
福

力
が
高
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

商
工
会
、
観
光
協
会
な
ど
、
各
方
面

と
連
携
し
、
来
訪
者
増
を
図
る
と
と

も
に
、
町
内
消
費
者
の
地
域
へ
の
愛

着
を
高
め
ま
す
。

  

建
設
・
水
道

　

建
設
お
よ
び
水
道
関
係
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。　

　

土
木
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
９

月
に
56
災
害
以
来
の
大
雨
を
経
験
し
、

そ
の
中
か
ら
新
た
な
教
訓
を
得
ま
し

た
。
今
を
預
か
る
我
々
が
そ
の
こ
と

を
忘
れ
な
い
う
ち
に
原
因
箇
所
の
究

明
と
早
急
な
事
業
の
遂
行
を
図
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

道
路
事
業
に
つ
い
て
は
前
年
度
以

上
の
予
算
確
保
に
努
め
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
国
や
道
の
予
算
に
つ
い
て
は

非
常
に
厳
し
く
、
改
修
整
備
し
て
い

き
た
い
路
線
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
継
続
路
線
を
早
期
に
完
成
さ

せ
る
こ
と
に
全
力
を
注
い
で
い
き
ま

す
。
な
お
、
維
持
修
繕
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
以
上
に
万
全
を
期
し
て
対
応

し
ま
す
。

　

国
道
関
係
に
つ
い
て
は
、
２
７
４

号
の
鹿
追
市
街
の
北
側
部
分
は
本
年

度
で
完
成
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
下
市
街
側
の
早
期
完
成
、
笹
川

か
ら
瓜
幕
間
の
未
整
備
部
分
の
早
期

着
手
に
つ
い
て
は
、
国
に
要
望
中
で

あ
り
、
必
要
性
を
さ
ら
に
訴
え
て
い

き
ま
す
。

　

道
の
河
川
事
業
に
つ
い
て
は
、
然

別
川
環
境
整
備
事
業
と
し
て
、
瓜
幕

橋
上
流
で
魚
道
工
事
が
６
基
継
続
し

て
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
河
川
内
の
自
然
木
は
昨
年
の

よ
う
な
大
雨
洪
水
時
に
は
大
き
な
障

害
と
な
り
災
害
を
引
き
起
こ
す
要
素

と
な
る
た
め
、
普
段
か
ら
の
維
持
管

理
を
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

住
宅
関
係
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

世
帯
支
援
策
と
し
て
緑
町
中
央
団
地

２
棟
４
戸
の
建
設
を
行
い
ま
す
。

　

公
園
関
係
に
つ
い
て
は
、
ふ
れ
あ

い
農
芸
公
園
で
水
遊
び
の
で
き
る
場

所
の
整
備
を
目
的
に
自
噴
井
戸
を
掘

究
や
農
業
の
６
次
産
業
化
を
さ
ら
に

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
足
腰
の
強
い

農
業
を
確
立
す
べ
く
万
全
を
期
し
て

ま
い
り
ま
す
。

  
農
業
委
員
会

　

農
業
委
員
会
の
所
掌
す
る
事
務
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
並
び
に
農
業
者
の
公
的
な
代

表
機
関
と
し
て
、
農
地
の
確
保
と
有

効
利
用
、
意
欲
あ
る
担
い
手
の
育
成
・

確
保
な
ど
、
農
業
経
営
の
支
援
に
向

け
て
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
、

農
地
行
政
を
推
進
し
ま
す
。

　

農
地
の
確
保
、
有
効
利
用
に
つ
い

て
は
、
農
地
を
担
い
手
に
利
用
集
積

し
、
農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
図
る

た
め
、
農
地
法
や
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
・
土
地
改
良
法
な
ど
に
基

づ
く
農
地
の
権
利
移
動
、
利
用
調
整

を
進
め
ま
す
。

　

交
換
分
合
事
業
に
つ
い
て
は
、
美

蔓
地
区
の
継
続
を
は
じ
め
、
農
地
の

流
動
化
に
有
効
な
事
業
と
し
て
次
期

地
区
の
選
定
な
ど
、
計
画
的
に
推
進

し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
や
農
地
に
関
す
る
相

談
や
、
農
業
者
の
生
活
の
安
定
と
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
農
業
者
年

金
の
加
入
を
促
進
し
ま
す
。

  

保
健
福
祉

　

保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
年
に
入
り
、
道
内
に
お
い
て
も
、

孤
立
死
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
問
題

が
後
を
絶
た
ず
、
現
在
行
政
の
対
応

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
あ
た

り
本
町
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
福

祉
に
携
わ
る
多
く
の
方
々
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
地
域
で
の
助
け
合
い
や

声
か
け
、
災
害
時
な
ど
の
支
援
体
制

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
に

つ
い
て
は
、
第
５
期
鹿
追
町
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事

業
計
画
の
実
施
期
間
、
３
年
間
の
初

年
度
と
な
り
ま
す
。
高
齢
化
が
進
み

独
居
老
人
、
高
齢
夫
婦
世
帯
が
増
え

る
中
、
現
状
を
的
確
に
捉
え
、
制
度

の
円
滑
か
つ
効
率
的
な
運
営
を
図
る

と
と
も
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
安
全
、
安
心
な
地
域
社
会
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障

が
い
者
の
就
労
や
社
会
参
加
の
場
な

ど
日
中
活
動
の
支
援
策
と
合
わ
せ
、

住
ま
い
と
し
て
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

ケ
ア
ホ
ー
ム
の
設
置
な
ど
、
総
合
的

な
対
策
を
講
じ
る
た
め
、
検
討
組
織

を
本
年
度
立
ち
上
げ
、
障
が
い
者
や

そ
の
家
族
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
を
整
え
る
べ
く
調
査
、
研
究
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
期
お
よ
び
学
齢
期
の

障
が
い
を
持
つ
お
子
さ
ん
を
対
象
と
し

た
療
育
に
つ
い
て
は
、
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
障
害
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
「
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

の
実
施
と
と
も
に
日
中
一
時
支
援
事
業

の
実
施
に
向
け
て
、
引
き
続
き
関
係
機

関
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
幼
児
保
育
は
、

人
格
形
成
の
基
礎
と
な
る
最
も
重
要

な
時
期
で
あ
り
、
保
育
園
、
地
域
保

育
所
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
て
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

幼
保
一
体
化
に
つ
い
て
は
、
国
が

平
成
27
年
度
を
め
ど
に
幼
稚
園
、
保

育
園
を
一
本
化
し
た
「
総
合
こ
ど
も

園
」
を
創
設
す
る
こ
と
を
柱
に
、
関

連
法
案
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
こ

の
内
容
を
注
視
し
な
が
ら
本
町
の
方

針
を
定
め
ま
す
。

　

保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、「
い
き

い
き
健
康
計
画
21 

in
し
か
お
い
」
の

最
終
評
価
が
完
了
し
、
こ
の
結
果
を

踏
ま
え
、
健
康
相
談
事
業
や
各
種
検
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